
（１）　平成23年7月20日　 安住寺だより

臨済宗南禅寺派　

大分県杵築市大字南杵築379

〒873-0002　℡0978-62-2680

月 宇佐市・安岐町・国東町

火 下原・桃山・宗近・中平・本庄

水 東下司全域

木 別府市・大分市・猪尾・守江・茅場

金 守末・中ノ原・鴨川・日出町全域

土 西上・北台・札ノ辻・煙硝倉・菊本・須賀

南台・杉山・錦江・魚町・本町・谷町・城山

錦城・北浜・弓町・天満・西新町・古野

永代橋・西大内山全域・東大内山全域

藤の川全域・丸尾

に
、

た
だ
た
だ
お
気
の
毒
と

な
い
と
、

東
北
地
方
の
復
興

四
ヶ

月
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

害
に
立
ち
向
か
い
、

安
全
な
食

料
供
給
を
目
指
し
て
い
た
の

　
家
族
や
多
く
の
知
人
を
亡
く

も
か
も
失
い
、

ロ
ー

ン
を

ん
。

只
々
念
じ
な
が
ら
、

で

査
体
制
を
整
え
、

安
全
な
食

し
か
言
え
ま
せ
ん
。

早
く
検

し
た
。

お
盆
ま
で
に
は
全
員
が

微
妙
な
状
況
で
す
。

仮
設
に
入

三
百
人
余
り
も
い
る
と
聞
き
ま

今
な
お
行
方
不
明
の
方
が
五
千

て
い
な
い
地
域
が
立
ち
直
ら

で
す
。

津
波
の
被
害
に
遭
っ

仮
設
住
宅
に
入
れ
る
か
ど
う
か

品
を
供
給
し
て
欲
し
い
も
の

し
て
お
ら
れ
る
方
を
思
う
時

さ
え
立
た
な
い
日
々
を
過
ご

抱
え
、

明
日
の
生
活
の
目
途

さ
れ
た
方
々
の
心
情
や
何

　
を
念
じ
て
い
ま
す
。

援
も
早
く
体
制
が
整
う
こ
と

復
興

ふ

っ
こ

う

を
念ね

ん

じ
て

て
い
ま
す
。

は
成
し
得
ま
せ
ん
。

国
の
支

慰
め
の
言
葉
さ
え
見
つ
か
り

る
だ
け
の
支
援
を
続
け
、

一
日
も

見
え
て
き
ま
せ
ん
。

現
場
で
作

　
原
発
事
故
の
終
息
は
一
向
に

きません。13～15日は三人、他は二人で参ります。

ご不在とかで、どうしても都合の悪い場合は連絡し

　　　て下さい。可能なかぎり、調整いたします。

本年度は、上記日程にてお参りいたします。お昼に

 
八
月
三
日

（
水

）
八
時
よ
り

な
り
、

新
た
な
問
題
が
発
生
し

申
し
上
げ
ま
す

生
し
ま
し
た
。

何
と
か
風
評
被

肉
牛
の
内
部
被
爆
の
問
題
が
発

　
ま
た
、

想
定
外
の
地
域
か
ら

に
励
ん
で
い
ま
す
。

が
ら
連
日
必
死
の
覚
悟
で
任
務

被
爆
の
恐
怖
、

猛
暑
と
戦
い
な

業
に
当
た
っ

て
い
る
人
達
は
、

居
で
き
て
も
、

今
度
は
孤
独
に

日

初盆供養や仏事もありますので、時間のお約束はで

14日

　
し
て
下
さ
い
。
（

地
区
世
話
人
さ
ん
経
由
）

 
お
参
り
の
方
は
、

お
と
き
の
時
間
を
決
め
て
お
知
ら
せ

お
と
き
＝

九
時
と
十
一
時
半
よ
り

　
き
る
支
援
を
続
け
た
い
。

い
」

は
、

と
て
も
言
え
ま
せ

ま
せ
ん
。
「

頑
張
っ

て
下
さ

 
施せ

　

食じ

き

　

会え

(

お
せ
が
き
）
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早
い
復
興
を
念
じ
ま
し
ょ

う
。

檀
信
徒
の
皆
様
と
共
に
、

出
来

日
も
早
い
立
ち
直
り
を
願
い
、

ま
た
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
一

矢 野 明 玄

安 住 寺

住
　
　
職

責
任
役
員

矢

野

明

玄

が
ん
ば
ろ
う

ニ
ッ

ポ
ン

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

　
東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く
な

暑
中
お
見
舞
い

 
平
成
二
十
三
年
　
盛
夏

平成２３年　棚経日程
責
任
役
員

土

谷

岩

治

矢

野

玄

徳

９日

10日

11日



去
る
平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
・
二
十
日
、

新
た
に
完
成
し
た
、
本
山
南
禅
寺
会
館
に
於

き
ま
し
て
、
第
十
四
回
住
職
副
住
職
研
修
会

が
十
八
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

 

 
 

今
回
の
研
修
テ
ー
マ
は
、
「
創
建
南
院
国

師
七
百
年
大
遠
諱
と
布
教
」「
東
日
本
大
震

災
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
」
を
大
き
な

テ
ー
マ
と
し
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

三
月
十
一
日
の
大
震
災
以
来
、
多
く
の
方

の
関
心
と
想
い
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
、
或

い
は
先
の
見
え
な
い
原
発
問
題
に
傾
注
さ

れ
て
い
た
最
中
の
研
修
会
で
し
た
。 

研
修
で
は
被
災
さ
れ
た
、
仙
台
市
青
葉
区
、

臨
済
宗
東
福
寺
派
・
光
明
寺
副
住
職 

大
内

顕
龍
師
に
『
東
日
本
大
震
災
の
現
状
』
と
題

し
ま
し
て
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

震
災
直
後
の
混
乱
し
た
様
子
。
何
日
も
続

く
停
電
の
中
、
暗
い
夜
道
を
お
寺
に
あ
っ
た

蝋
燭
を
配
っ
て
回
っ
た
こ
と
。
特
に
宗
教
者

と
し
て
、
多
数
の
犠
牲
者
と
残
さ
れ
た
遺
族

の
間
で
活
動
さ
れ
た
体
験
に
は
、
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

現
地
で
は
、
菩
提
寺
の
和
尚
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
り
、
お
寺
自
体
が
津
波
で
流
さ
れ
た

り
倒
壊
し
た
り
、
或
い
は
葬
祭
場
葬
儀
社
さ

ん
も
機
能
し
な
い
。
そ
ん
な
中
、
火
葬
場
に

は
荼
毘
を
待
つ
棺
と
遺
族
が
溢
れ
か
え
る
。 

遺
族
の
中
に
は
な
ん
と
か
、
お
経
を
あ
げ

て
火
葬
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
う
方
も
あ

り
、
仙
台
市
仏
教
会
が
火
葬
諷
経
を
し
、
遺

さ
れ
た
方
々
の
話
を
聞
く
「
心
の
相
談
室
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

し
か
し
火
葬
諷
経
に
あ
た
っ
て
も
、
仙
台

市
行
政
は
、
特
定
の
宗
教
関
係
者
が
火
葬
場

に
来
て
宗
教
行
為
を
し
て
は
い
け
な
い
と

の
指
導
で
、
難
し
い
問
題
も
あ
っ
た
と
か
。 

 

そ
の
後
火
葬
が
追
い
つ
か
ず
に
、
一
時
土

葬
を
強
い
ら
れ
る
状
況
と
な
り
、
こ
こ
で
の

諷
経
も
行
っ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
身
元
が

断
定
で
き
な
い
御
遺
体
も
あ
り
、
故
Ａ
‐
２

３
６
な
ど
と
書
か
れ
た
看
板
の
前
で
お
勤

め
す
る
際
に
は
、
胸
の
詰
ま
る
思
い
が
し
た

と
言
い
ま
す
。 

 

最
終
的
に
は
四
百
人
近
い
震
災
物
故
者

の
御
霊
前
で
諷
経
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

諷
経
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
が

れ
き
の
撤
去
、
炊
き
だ
し
と
活
動
は
多
岐
に

わ
た
っ
た
そ
う
で
す
。 

震
災
後
五
十
日
間
の
厳
し
い
状
況
を
、
僅

か
な
時
間
の
中
で
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
講
話
の
最
後
を
こ
う
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
は
「
天
上
天
下
唯

我
独
尊
」
と
言
わ
れ
、
お
の
お
の
が
違
う
生

き
方
で
も
い
い
と
言
う
が
、
こ
と
今
回
の
震

災
の
復
興
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
関
わ
り

方
が
あ
り
ま
す
が
、
仏
心
を
一
つ
に
ま
と
め

心
を
一
つ
に
復
興
に
向
か
い
た
い
と
お
話

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

翌
二
十
日
に
は
、
参
加
さ
れ
た
和
尚
様
方

と
京
都
市
内
を
、
東
日
本
大
震
災
義
援
托
鉢

に
回
り
、
僅
か
な
が
ら
の
浄
財
を
仙
台
市
仏

教
会
を
通
じ
て
、
被
災
者
の
為
に
と
送
り
ま

し
た
。 

 
奇
し
く
も
、
創
建
南
院
国
師
七
百
年
大
遠

諱
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
衆
生
済
度
の
実
践
・

拽
石
搬
心
」
で
あ
り
ま
す
。 

 

多
く
の
方
が
、
が
れ
き
の
撤
去
を
手
伝
い
、

救
援
物
資
を
運
ぶ
、
そ
の
姿
に
衆
生
を
救
お

う
と
願
う
南
院
国
師
様
の
御
心
と
同
じ
仏

心
を
感
じ
ま
す
。 

《
御
報
告
》 

 

修
行
時
分
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
岐

阜
県
多
治
見
市
の
名
刹
「
虎
渓
山
永
保
寺
」

本
堂
・
庫
裡
が
、
平
成
十
五
年
九
月
十
日
の

火
災
以
来
、
七
年
九
カ
月
の
歳
月
を
経
て
、

こ
の
六
月
十
九
日
に
落
慶
式
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

永
保
寺
は
一
三
一
三
年
に
夢
窓
国
師
に

よ
り
開
創
さ
れ
佛
徳
禅
師
を
開
山
と
す
る

お
寺
で
、
国
宝
の
観
音
堂
・
開
山
堂
を
始
め

国
指
定
名
勝
庭
園
を
も
つ
由
緒
あ
る
寺
院

で
、
修
行
道
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

安
住
寺
か
ら
も
、
こ
の
本
堂
・
庫
裡
再
建

に
あ
た
り
ま
し
て
、
浄
財
を
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を

込
め
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

多
治
見
市
は
陶
器
の
町
で
、
風
光
明
媚
な

地
で
あ
り
ま
す
。
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 



                                  

                                  

                                  

                                  

年 履歴・職歴等

Ｓ３８ 4月安住寺入門

Ｓ３９ 杵築高校入学

Ｓ４０ 1月17日安住寺火災　　1月27日玄道和尚遷化

Ｓ４１ 9月本堂再建（鉄筋コンクリート造り）　大分国体の宿舎になる

Ｓ４４ 3月正眼短大卒業　4月正眼寺掛搭

Ｓ４５ 正眼寺より帰山　結婚

Ｓ４６ 2月万寿寺へ再掛搭

Ｓ４７ 長女誕生 12月5日玄海和尚遷化

Ｓ４８ 2月安住寺住職就任24歳 3月第1回文殊講開催・庫裏台所改修工事・晋山式準備着手

Ｓ４９ 長男誕生 11月晋山式挙行

Ｓ５０ 村上天心遺作展準備着手

Ｓ５１ 8月16日供養盆踊り始む

Ｓ５２ 次男誕生

Ｓ５３

Ｓ５４
4月保護司就任～現在　10月第24
部宗務支所長～H6

Ｓ５５

Ｓ５６

Ｓ５７

Ｓ５８

Ｓ５９ 5月杵築更保連事務局長～Ｈ6

Ｓ６１
大正保育園監査～Ｈ10　杵築少年
剣道部後援会長1年

Ｓ６３

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３ 杵築高校剣道部後援会長1年

Ｈ４

Ｈ５

Ｈ６
5月保護司会保護区事務局長～Ｈ
12　5月杵築市社協評議委員～Ｈ9
9月宗務支所長退任

Ｈ７

Ｈ８

Ｈ９

Ｈ１０
6月（社福）ひまわり評議委員
10月南禅寺派宗会議員～Ｈ14

Ｈ１１

Ｈ１２

Ｈ１３

Ｈ１４
4月（更）大分県更生保護協会評
議委員～現在

Ｈ１５

Ｈ１６ 10月南禅寺信徒部長就任

Ｈ１７

Ｈ１８ 6月南禅寺財務部長兼任

Ｈ１９ 1月（更）大分保護会理事～現在

9月秘仏観音中開帳　12月外便所改築完成

4月南禅寺亀山法皇700年遠諱授戒会参拝45名　8月明玄帰山・副住職就任　11月玄海和尚33回忌

9月晋山記念事業・山門、鐘堂屋根替工事着手　11月南禅寺開山忌参拝31名

11月第7回一泊研修旅行萩市・周南市方面26名

3月観音寺山竹伐採焼却

11月玄道和尚33回忌、玄海和尚25回忌法要

永代供養塔「やすらぎの塔」着工　3月雲仙普賢岳噴火罹災者慰霊の旅37名

3月第2回一泊研修旅行山口・萩・防府方面40名　5月やすらぎの塔完成（永代供養塔）

3月第3回研修旅行八代・菊池・小国町方面

（3）　平成23年7月20日　　　　　　　　　　　　　　安住寺だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第135号

　丌肖（玄徳）が安住寺にご縁を頂
いてから、この度住職を退任するま
で、僭越ながら経歴と寺の行事・事
業等を表にしてみました。檀信徒の
皆様には、それぞれのかかわりの中
で思い出してみて下さい。全てを掲
載できていませんが、本当に良く支
えて頂いたと、改めて感謝申し上げ
ます。頂いたご縁の尊さと、ご厚誼
の有難さを痛感致しております。ま
だまだ多少の余命と元気も有ります
ので、寺のため、社会のためにも恩
返しをしたいと存じます。　H.23.7.

記

3月第4回一泊研修豊後西国33寺参拝・9月に後半寺院参拝　11月第10回チャリティーバザー開催

本年秋に本堂着工を決定　3月本堂請負業者入札決定（㈱佐伯建設＝1億7,790万円）　4月庫裏屋根替工事
着工　9月本堂解体始まる

1月本堂立柱式　3月上棟式　8月新本堂にて施餓鬼法要実施　9月完成記念能楽奉納

4月南禅寺塩澤大定管長を迎えて本堂落慶式挙行　総事業費2億6,840万円

3月第5回研修旅行福岡市方面

再建記念碑・鎮守堂完成　5月本堂完成報告南禅寺参拝39名　建設委員に対し本山より表彰　第17回供養盆
踊り・第10回千灯供養

2月第6回研修旅行宇和島市方面　10月村上天心居士50回忌　11月安住寺にて南禅寺管長御親教開催　本年
より供養盆踊り・千灯供養中止

2月16日～宇和島市西江寺閻魔祭参拝　4月独秀流全国大会南禅寺へ5名初参加　11月玄海和尚13回忌法要

8月の供養盆おどりに千灯供養が加わる　　11月村上天心居士33回忌・第2回遺作展開催

9月秘仏観音ご開帳　9月玄道和尚25回忌・玄海和尚17回忌法要　門・塀・駐車場・車庫・風呂・隠寮改
修・浄化槽工事等施工

寺報47号よりワープロによる編集を始める

4月南禅寺開山大明国師７百年遠諱授戒会参拝39名　本堂の改築について協議始む

本堂改築を決定＝予算2億2千万円、平成6年着工予定　11月設計管理業者（㈱満生堂宮企画設計）決定

　　　　　　　　玄徳和尚代の主な行事・事業記録
　　　　　　　　　　　　　　　　　行事や事業・出来事

3月玄海和尚13回忌・天心居士25回忌他法要　7月安住寺だより第1号発行　8月第5回文殊講　11月村上天心
遺作展開催

3月第6回文殊講 12月玄海和尚7回忌　12月不用品交換会開催

3月第7回文殊講　4月高山・名古屋方面旅行　8月第8回文殊講　10月山門屋根葺き替え工事完了　観音堂・
位牌堂建築募金開始と工事着手

7月観音堂立柱式　開山開基７百年遠諱記念事業予算3500万円に補正　9月観音堂上棟式

1月玄道和尚17回忌　10月観音堂位牌堂落成式、開山・開基７百年忌、管長御親教

門前石垣塀改修工事完了370万円　第1回チャリティーバザー開催

4月独秀流御詠歌始む　4月南禅寺本光国師350年遠諱授戒会参拝41名　8月本山得度式明玄参加　12月第2回
チャリティーバザー開催　寺報23号より廣石碩田氏の色紙プレゼント始む
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南院国師七百年大遠諱授戒参拝と
南禅会館宿泊利用のお知らせ

　南院国師七百年大遠諱授戒会は明年４月９日です
が、参拝と旅行参加の申込は最終段階になりまし

た。授戒を申し込まれている方は、お早めに参加申
込をして下さい。９月末で人数を確定させていただ
きます。（授戒の申込は締切ました）　また、南禅
会館が完成し宿泊を受け付けていますので、所用や
ご旅行で京都へお出かけの方は、是非ご利用下さ
い。シングル素泊まりで5400円、3-4名では5000円
です。直接お申込下さい。（朝食800円・夕食2500円～）

南禅会館

京都市左京区南禅寺福地町

謹んでお知らせし、皆様と共に、

ご冥福をお祈り申し上げます。

結
構
で
す
が
、


